
平成２８年度第２回大分県福祉のまちづくり推進協議会 次第 

 

日時 平成２９年２月２７日（月） 

 

                       場所 市町村会館６１会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議事 

 

（１）平成２８年度上半期「大分県福祉のまちづくり条例」新築等 

届出状況等について               

   

（２）平成２８年度実施事業ならびに平成２９年度実施予定事業の紹介について 

                 

                     

                            

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 
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(1)平成28年度上半期「大分県福祉のまちづくり条例」新築等届出状況等について

うち

全部適合

うち

適用除外

うち

不適合

1 学校等 2 2 100.0% 0.0% 0.0%

2 病院、診療所 13 5 6 2 38.5% 46.2% 15.4%

3 老人保健施設 0

4 劇場等 0

5 集会場等 0

6 展示場 0

7 物販 4 3 1 75.0% 25.0% 0.0%

8 ホテル等 0

9 事務所(23除く) 0

10 共同住宅等 1 1 100.0% 0.0% 0.0%

11 老人福祉施設等 36 20 16 55.6% 44.4% 0.0%

12 体育館等 2 2 100.0% 0.0% 0.0%

13 博物館等 0

14 公衆浴場 0

15 飲食店 0

16 サービス業 0

17 学習塾等 0

18 工場 3 1 2 33.3% 66.7% 0.0%

19 停車場等 0

20 自動車車庫 0

21 公衆便所 0

22 火葬場 0

23 官公庁舎 1 1 100.0% 0.0% 0.0%

24 複合用途建築物 0

62 35 25 2 56.5% 40.3% 3.2%

 ① 新築等届出・適合状況（2８年度上期）

計

不適合

の割合

適用除外

の割合
用途 届出件数

全部適合

の割合
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② 基礎的基準の適用除外・不適合項目の状況
適用除外 不適合

1 移動等円滑化経路 2

2 1

6

3 7

2

1

1

1

6

4 1

1

6

3

6 1

8 4

3

7

1

8

4

10 敷地内通路 6

1

1

1

11 駐車場 2

12 標識 2

13 案内設備 3

14 案内設備までの経路 1 2

21 1

※番号は基礎的基準の項目番号

③ 不適合項目の事例

項目数

2（１）

2（１）

④ 無届施設
該当施設無し

エレベーター 内のり１５０cm以上

便所 車いす使用者用便房内に十分な空間の確保や手すり設置等

出入口 幅は、内のり８０cmとすること

踊り場以外に手すり設置

階段幅１２０㎝以上

踊り場に点状ブロック等を敷設

路面の端部とその周辺の色は明確化すること

項目 基準

段を設けない

1以上の小便器に手すりを設置

ベビーチェア、ベビーベット等を設置

戸は車いす使用者が容易に開閉できる構造、前後に高低差なし

幅は、内のり１２０cmとすること

５０ｍ以内に車いすが回転できる空間を確保

エレベーター等昇降機の出入り口を水平

戸を設ける場合は、車いす使用者が容易に開閉できるものとする

廊下等 表面は、滑りにくい素材を使い、段差を示すための点状ブロック等を敷設

移動等円滑化経路を構成する傾斜路に手すり設置等

階段

面積（㎡） 不適合項目

⑪身体障害者用駐車場未設置

建築物の用途

⑭案内設備（受付）までに点状ブロック無し

病院又は診療所 134.28

授乳室及びおむつ交換場所 ２，０００㎡以上の建物の出入り口に設置

1以上の腰掛便座を設置

戸を設ける場合は車いす使用者が容易に移動できること

エレベーター、車いす使用者用駐車施設及び便所を示す表示設置

案内設備等までの経路に点状ブロック等を敷設

案内板や施設の状況を視聴覚障害者に示す設備の設置

車いす使用者用駐車施設を１以上設置等

1以上の洗面器の周囲に手すりを設置

車いすの使用者が容易に通過できる構造

段がある部分に手すり設置等

水洗器具の操作が容易

高さが７５ｃｍを超えるものには、７５ｃｍおきに１５０ｃｍ以上の踊り場設置
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（
２

）
H

2
8

実
施

事
業

な
ら

び
に

H
2

9
年

度
実

施
予

定
事

業
に

つ
い

て
背

景

①
U

D
の

普
及

・
啓

発

・
全

国
障

が
い

者
芸

術
・

文
化

祭
（

H
3
0
）

や
、

ラ
グ

ビ
ー

W
杯

(H
3
1
)向

け
て

U
D

の
民

間
事

業
者

の
理

解
と

促
進

。
・

「
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」

（
H

2
8
.4

.1
施

行
）

や
、

「
障

が
い

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
心

豊
か

に
暮

ら
せ

る
大

分
県

づ
く

り
条

例
」

(H
2
8
.4

.1
施

行
)の

制
定

→
こ

れ
ま

で
以

上
の

県
民

へ
の

P
R

を
。

・
ニ

ー
ズ

の
あ

る
も

の
は

引
き

続
き

実
施

（
あ

っ
た

か
・

は
ー

と
、

Ｕ
Ｄ

出
前

授
業

）

・
昨

年
度

に
引

き
続

き
「

Ｕ
Ｄ

出
前

授
業

」
の

実
施

。
主

に
小

中
学

生
が

対
象

。
H

2
8
年

度
は

6
1
校

、
3
,4

6
0
人

に
実

施
（

別
紙

参
照

）
「

気
づ

き
」

に
つ

い
て

の
講

義
と

、
実

際
に

U
D

文
房

具
に

触
れ

る
こ

と
で

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
。

・
「

Ｕ
Ｄ

体
験

空
間

」
の

イ
ベ

ン
ト

出
展

。
今

年
度

は
試

験
的

に
１

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
。

・
新

た
に

「
ま

ち
づ

く
り

条
例

適
合

証
」

を
刷

新
。

見
栄

え
の

良
い

も
の

に
。

交
付

の
要

件
と

し
て

い
た

「
申

請
」

と
「

実
地

検
査

」
を

省
略

。
適

合
証

の
普

及
を

推
進

す
る

。
・

引
き

続
き

、
「

あ
っ

た
か

・
は

ー
と

駐
車

場
」

利
用

証
制

度
の

実
施

。

概
要

②
ハ

ー
ド

関
係

事
業

期
待

さ
れ

る
効

果

＜
「

障
が

い
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

心
豊

か
に

暮
ら

せ
る

大
分

県
づ

く
り

条
例

」
の

民
間

事
業

者
部

分
の

カ
バ

ー
＞

・
適

合
所

の
積

極
配

布
に

よ
り

、
民

間
事

業
者

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

＜
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
幅

広
い

年
代

の
県

民
へ

U
D

の
周

知
＞

・
U

D
出

前
授

業
の

実
施

と
U

D
体

験
空

間
の

イ
ベ

ン
ト

出
展

で
幅

広
い

年
代

を
カ

バ
ー

。

＜
あ

っ
た

か
・

は
ー

と
駐

車
場

の
適

正
利

用
促

進
＞

・
こ

れ
ま

で
以

上
に

歩
行

困
難

な
方

が
優

先
し

て
と

め
ら

れ
る

よ
う

マ
ナ

ー
ア

ッ
プ

。

す
べ

て
の

県
民

へ
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

」
の

意
識

を
醸

成
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①
U

D
の

普
及

・
啓

発
に

つ
い

て

＜
U

D
体

験
空

間
の

設
置

＞
U

D
の

文
具

や
共

遊
玩

具
を

設
置

し
、

県
民

に
直

接
触

れ
て

も
ら

う
ブ

ー
ス

を
民

間
施

設
や

、
公

的
施

設
に

設
置

。
現

在
1
3
箇

所
設

置
中

。
（

大
分

空
港

、
大

分
銀

行
等

）

＜
設

置
状

況
の

課
題

＞
・

設
置

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
が

困
難

と
い

っ
た

理
由

な
ど

か
ら

、
U

D
体

験
空

間
の

設
置

箇
所

が
増

え
て

い
な

い
(H

2
8
年

度
は

２
件

の
み

)

・
U

D
の

認
知

度
は

2
7
年

度
で

4
8
.3

％
と

低
い

。
（

地
域

福
祉

基
本

計
画

の
目

標
認

知
率

は
7
6
.6

%
）

→
認

知
度

向
上

の
た

め
、

幅
広

い
年

代
へ

周
知

が
必

要
。

＜
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
＞

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
U

D
体

験
空

間
を

出
展

。
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

に
U

D
の

周
知

。

R
e
p

o
rt

e
r（

ト
ン

ボ
鉛

筆
）

色
ご

と
に

ノ
ッ

ク
ボ

タ
ン

の
形

状
を

変
え

て
お

り
、

ブ
ラ

イ
ン

ド
ノ

ッ
ク

を
可

能
と

し
て

い
る

。

大
回

転
オ

セ
ロ

各
面

の
手

触
り

が
違

い
、

黒
･白

の
間

違
い

が
な

い
。

＜
U

D
出

前
授

業
の

実
施

(継
続

)＞
・

ス
ラ

イ
ド

を
使

っ
た

説
明

と
、

外
部

講
師

（
大

分
県

盲
導

犬
協

会
や

、
大

分
県

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
協

議
会

な
ど

）
に

よ
る

講
義

・
実

演
、

U
D

文
具

に
直

接
触

れ
る

時
間

等
に

よ
り

構
成

。
一

回
の

授
業

で
約

9
0
分

（
小

学
校

の
授

業
で

２
コ

マ
）

使
用

。

ు ญ ਱ ऐ ઱ ੁ ঳ ಹ ਩ ড় ਱ ऐ ઱ ੁ

＜
実

施
内

容
＞

児
童

・
学

生
向

け
施

策
・

・
・

引
き

続
き

U
D

出
前

授
業

を
実

施
。

若
い

世
代

へ
の

周
知

を
は

か
る

。
一

般
県

民
向

け
施

策
・

・
・

イ
ベ

ン
ト

に
U

D
体

験
空

間
を

出
展

を
実

施
。

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
に

少
し

で
も

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
。

＜
概

要
＞

イ
ベ

ン
ト

名
：

元
気

発
信

！
お

ん
せ

ん
県

お
お

い
た

物
産

・
観

光
フ

ェ
ア

日
時

：
平

成
２

８
年

１
１

月
１

９
日

（
土

）
９

：
３

０
 

１
５

：
３

０
１

１
月

２
０

日
（

日
）

９
：

３
０

 
１

５
：

３
０

場
所

：
佐

伯
小

学
校

前
（

西
日

本
B
-1

グ
ラ

ン
プ

リ
in

佐
伯

お
祭

り
広

場
会

場
と

な
り

）
＜

内
容

＞
・

上
記

イ
ベ

ン
ト

に
２

日
間

出
展

し
、

簡
単

な
ク

イ
ズ

と
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

・
ま

た
、

来
場

者
に

「
こ

こ
ろ

の
ユ

二
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
」

に
つ

い
て

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

。

試
行

的
実

施
結

果

こ
れ

ま
で

の
取

組
今

後
の

取
組
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②
ハ

ー
ド

関
係

の
事

業
に

つ
い

て

・
ま

ち
づ

く
り

条
例

適
合

証
の

配
布

方
針

を
変

更
。

申
請

及
び

実
地

検
査

が
無

け
れ

ば
配

布
し

な
か

っ
た

が
今

後
は

基
準

適
合

者
全

員
に

配
布

し
、

適
合

証
の

配
布

数
を

拡
大

。
も

ら
い

や
す

い
環

境
を

整
備

。
ま

た
適

合
証

を
新

た
に

作
り

直
し

、
見

栄
え

の
良

い
も

の
へ

。
・

昨
年

度
に

引
き

続
き

ニ
ー

ズ
の

多
い

「
大

分
あ

っ
た

か
・

は
ー

と
駐

車
場

制
度

」
を

実
施

。
昨

年
以

上
の

周
知

・
徹

底
を

行
う

。

概
要

今
後

の
方

針
今

後
の

方
針

適
合

証
配

布
の

流
れ

適
合

証
の

刷
新

※
福

岡
市

ま
ち

づ
く

り
条

例
適

合
証

＜
今

ま
で

の
適

合
証

＞
・

厚
紙

1
枚

に
よ

る
簡

易
的

な
も

の
で

、
見

栄
え

が
良

く
な

い
・

適
合

証
の

配
布

が
少

な
く

、
周

知
率

が
低

い ＜
新

し
い

適
合

証
＞

・
素

材
を

ア
ル

ミ
製

に
し

、
見

栄
え

を
良

く
す

る
・

玄
関

先
に

飾
っ

て
も

ら
え

る
も

の
に

す
る

こ
と

で
周

知
効

果
ア

ッ
プ

。

届 出

審 査 ・

工 事 完 了

完 了 届

提 出

適 合 証

配 布

適 合 証

請 求

審 査 ・

工 事 完 了

౥ വ ඍ ؞

ి ় ઒

ட ੷

適 合 証

配 布

届 出

①
②

＜
問

題
点

＞
適

合
証

配
布

の
前

に
実

地
検

査
。

事
業

者
と

県
と

合
同

で
行

う
た

め
、

事
業

者
に

と
っ

て
負

担
に

＜
改

善
点

＞
①

適
合

証
の

配
布

を
希

望
制

か
ら

全
員

に
配

布
へ

②
実

地
検

査
を

な
く

し
、

事
業

者
の

負
担

軽
減

今
ま

で
の

交
付

の
流

れ

今
後

の
流

れ

実
地

検
査

実
地

検
査

無
し

あ
っ

た
か

・
は

ー
と

駐
車

場
制

度 ＜
利

用
証

の
継

続
発

行
＞

ニ
ー

ズ
の

多
い

利
用

証
の

発
行

を
引

き
続

き
実

施
。

＜
県

民
へ

の
Ｐ

Ｒ
＞

今
年

度
は

マ
ナ

ー
違

反
に

関
す

る
県

民
の

ご
意

見
が

多
か

っ
た

。
そ

の
都

度
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

チ
ラ

シ
を

作
成

す
る

こ
と

で
周

知
を

行
っ

て
き

た
が

、
今

後
も

継
続

し
て

行
い

県
民

へ
周

知
・

徹
底

を
行

う
。

＜
路

面
表

示
の

更
新

＞
平

成
2
3
年

1
2
月

に
制

度
を

開
始

し
て

か
ら

5
年

が
経

過
。

開
始

当
初

か
ら

の
協

力
施

設
の

中
に

は
路

面
表

示
が

は
が

れ
て

い
る

も
の

も
あ

り
、

可
能

な
限

り
更

新
を

行
う

。
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